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鬮
 rIndustrial Design heute 

          Umwelt aus der  Fabrilcj 

                   Von 

   Wilhelm  Braun-Feldweg 
                     ROWOHT Hamburg 1966

この書物 は タイ トル も示 してい るよ うに、今 日の イ ンダス トリアルデザ イ ン

の全 般 にわた り、西 ドイ ッの現役 デザ イナーで ある ヴィルヘ ルム ・ブ ラウンフ

ェル トウェー クが、 その見解 を表明 した もので ある。彼 は、 こ ・十 年程 の間 に

世 界 は大 いに変 わって来 た と し、特 にデザ イ ンにっ いては それが単 に「流行語 」

で あった時代 か ら、現 在 では既 に 广使 い古 され た コイ ン」 の よ うに生 活 に定着

した と考 え、この ことが彼 をこの書物 の執筆へ と踏 み切 らせ た。一般 にデザ イ

ナーの デザ イ ン論 とい うことで、 その客観 性が懸念 されが ちだが、 この書物 に

関す る限 りそれは杞 憂 と判 断 して よい よ うであ る。 とい うの は、 まず彼 の視 野

の広 さと深 さであ るが、 それ は数 多 くの引用 に見 られ、例 えば オルテガ ・イ ・

ガゼ ッ トやヘ ンリー ・ミラー、S・ メ ル ヒンガー等 に まで及 んで い る。又、例

えば アメ リカ資本主 義攻勢 や、ポ ップアー トや シ ュー ル レア リズム等 の現 象 に

対す る判 断 も積 極 的で且つ鋭 く、 リア リス トぶ りが うかが えるば か りで な く、

そこ にまで イ ンダス トリアル ・デザ イ ンの在 り場所 を拡 げて いるの は卓見 で あ

る。 ζの よ うに豊 か な教養 とデザ イナー特 有の現実 的 な眼 とを兼ね備 えてい る

著者 の論述 には、高 い見識 と真 実 を求 め る強 い意志 が読み取 れ、本場 デザ イン

の伝 統 の重み を感 じさせ る。著者 はこの仕 事の困難 さを指摘 しなが らも、 も し

「三角測量 の よ うに一 点一点 を確 実 にた ど り
)辛 棒 強 く照準線 を探 し求 め るな

ら、 デザ イ ンの在 り場 所 が外側 か ら規 定 され、 そこか ら指標 が生まれ る」 もの
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と確 信 して い る。 そこで著 者 は、 その内容 を自分で コッコッ調査考察 した もの

に限 り、又過去 の偉大 な個 人の信条 を歪曲す るの をおそれて その構 成 に は注意

深 い配慮 を施 してい る。

第1章 『前工業時 代の形態学へ 』で は、機械 時代 の初期 の混乱 か ら手工芸 が

改 めて見 なお された ことか らそれ につ いて考察 し、結局近 代 の開かれた世 界 は

「存在 とその条 件 との根 本 的変化 」 によ って前時代 とは明確 に区別 され ねば な

らず 、従 って 「手工芸 は決 して世 界 の全快 治癒 をもた らさない」 と して い る。

第2章 『過去 の復活 ・探 究』で は、デザ イ ン運動 の歴史 をか な り細 か く辿 っ

てい るが、機械 の是非 をめ ぐってD・W・Bや バ ウハ ウス を重視 して お り、更 に

デ ・ス テ ィルや ロ シア につ いて も論 及 してい る。 ここでは、マ イヤ ーや ムツへ

に対 す る傾倒 が見 られ、 ロシアにつ いて も構 成主義 よ り絶対 主義 に多 くの言 を

費や して いるのが 目立 って い る。

第3章 『運命 と して の工 業』で は、「機械 工業 は時代 の必然 であ り」芸術 作品

の 「永続1生 を否 定」 して 「工 学技術 の制 約」 を重視 す る。 そ して そこか ら規準

概 念 が重要 と なる とし、第4章 『生産規 準 と個 人の要求 』 では それ にっ き種 々

の面 か らかな り綿密 に考察 して い る。

第5章 『今 日の デザ イン』 では、デザ イ ンが イ ンター ナシ ョナ ルな性格 をも

っ と しなが らも、世 界各 国の状況 を述 べつ つ工 業発展 の相異 以上 の個 有 な もの

が在 ると して指摘 して いる。著 者は 「デザ イナ ーは関係各専 門分野 の支点 にあ

って夫 々に対 してデ ィレッタ ン トで あ るべ きだ」 とす る世 界 的傾 向 を、 オ リヴ

ェ ッテ ィ、IBM.ブ ラ ウ ンの成功例 と ともに是認 しつつ も、 そのよ うな局 外立

場 的 デザ イナ ーが 「知的綜合 のみ にた よ って構 成す ること」に満足 して い ない。

第6章 『可 能 なそ して既 に明白 な古典 』 では、作 品の よ り高い利用価値 を追

求 す る目的で 、デザ イナーが機能 や技術 上 の制約 か ら形態 を与 えて行 く場 合 に

生 じて くる疑 問 を提 出 し、シz一 ル レア リズムの作 家の反論 に よって、 その問

題 点 が浮彫 りされ てい る。 そ して 、工 業生産 にお ける形 態 は、工作連盟 の テー

ゼ を乗 り超 えて新 しい質 と しての 「Eleganz」 を賦 与 され る必要が あ るこ とを
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指摘 し、著 者は それ を具体 的にデザ イナ ーの作 品、意見 を検討す ることによ っ

て説得 を試みて い る。

第7章 『複雑 なデザ イ ンー その将来 の課 題』 では、前章 までの考察 をふ まえ

て、 ヨー ロッパの特殊 事 清と しての手工芸 の問題 をあげなが ら、工 業技術 が必

然 的に課 す るデザ イ ン形 成上 の諸問題 を、将来 の課 題 と して提起 して いる。手

工芸 と工業生産 の差異 が形態追求 の過程 で如何 に現 われ るか。 さ らにオー トメ

ー シ ョンの下 では 、既 に19世 紀 的 な機械 に対 す る楽 観 的態 度 では存立 し得 な い

形 態形成上 の問題 を鋭 く指摘 してい る。

第8章 『論争 と証言 』で は、 ヴェ ルデか ら始 めて、作 家達 の文章 が抜粋 収録

され、最後 に著者 の短 い論文 で終 ってい る。巻 末 には19世 紀以後 の工業 とデザ

ンの対照年 表が添 え られ 、又参照文献 も豊富で あ り、両方 とも便 利で ある。

以上 のよ うに、 この書物 は、デザ イ ンを工業 と関係 づ けっっ、 その存 在場 所

を規定 しよ うと してお り、特 に その厳密 な現 実に対 す る態 度 は勝れ てい る。最

近 の ヨー ロ ッパ の見 解 を知 るの に極 めて恰好 で ある。

京都エ芸繊維大学大学院修士課程 飯 田 良 祐 ・ 羽 生 正 気
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